
親切運動の取組について 
学校名 富山市立速星中学校 

生徒数 ８８１名      

１ 親切運動の取組の紹介 

 

「１学年生徒会の取組」 

① 挨拶・ベル着スタンプラリーという、授業開

始のチャイムと同時に、揃って大きな声で挨拶

ができるとスタンプが増えるという取組を行っ

た。 

② 全員が使用する教室の環境を美しくするため

に CLEAN LOCER PROJECT という活動を行った。

取組の結果、一度整頓したロッカーを汚さない

ように使おうとする生徒たちの姿が見られた。 

 

「２学年生徒会の取組」 

① World Beruchaku Challenge（WBC）と名付 

けた「ベル着（ベル前着席）」を呼びかける活 

動を行った。授業の準備をして、チャイムと同 

時に挨拶ができるよう学年生徒会が中心となっ 

て声を掛けた。掲示物を作成し達成できたかを 

確認できるようにした。 

② 学校教育目標にある「信じあう心」を育てる 

取組を行った。学年生徒会で今の学年で必要な 

ことを考えた。２学期は、友達に感謝を伝える 

活動を行った。行動したことを付箋に記入した 

ものを掲示し、可視化できるようにした。 

 

「３学年生徒会の取組」 

① Study Time Battle という、各クラスの学習時間を競う取組を

行った。互いに声を掛け合いながら、学習時間が少しでも増える

ように頑張る姿が見られた。 

② 学級内の係や学校生活面で頑張っていた人を、生徒が投票して 

決め、表彰する学級 MVP を行った。学年集会では、受賞した人を

温かくたたえるような、和やかな雰囲気が生まれた。また、受賞

者には個別に賞状を配布し、頑張りを可視化した。 

 

２ 親切運動に取り組んで 

・ 取組の成果 

各学年の課題に対して、学年生徒会が中心となって議論し、取組を考えたことによ

って、どの活動においてもリーダーの生徒も、フォロワーの生徒も主体的に取り組む

姿が見られた。 

・ 課題と今後において 

本校は、全校生徒９００名弱の大規模校であることから、各学年に応じた取組を行

ったが、今後は、生徒会執行部や委員会が中心となった全校生徒の取組も行いたい。 
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